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本研究では、BMI技術やサイバネティック‧アバター（CA）関連技術に適⽤できる
⼼⾝状態の推定に関する科学的知⾒の蓄積と、⾝体表⾯に現れる潜在的情報の活⽤
に関する研究開発を⾏います。特に、⾮接触表⾯情報で解読可能な意図や精神状態
の限界と射程を明確にし、脳情報と相補的に組み合わせることで、性能の向上と⽇
常環境での活⽤可能性の拡⼤を⽬指します。また、複数操作者と複数CAが存在する
未来を想定した、⾝体所有感‧⾃⼰主体感‧パフォーマンスなどの関係を明らかに
する研究を⾏い、BMI技術やCAの個⼈‧集団の両⽅でのユーザーエクスペリエンス
の計測および向上の科学的基盤を構築します。

今後の展望
⽣産性や創造性を向上させながら、個⼈の幸福感を維持する（あるいは向上する）ことを想定した場合に、CA
技術やBMI技術を使っている使⽤者の「主観的体験」をどのように計測し、それを社会や個⼈にフィードバック
するべきかを明らかにするには、技術の進展だけではなく「使⽤者（⼈間）の意識的‧無意識的過程研究」が重
要だと考えています。今後も、ムーンショットで達成される未来を先取りした形での、個⼈や集団の「気持ち」
を⼤切にした研究を進めて⾏きます。
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その他にも多くの⽅の協⼒を頂いています

人間中心BMI  
−使用者の意識的・無意識的過程の活用−  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研究開発スタンス：思わず出てしまう反応とその過程の活⽤

⽬標１のキーコンセプトの１つとして、サイバネティック‧アバター（CA）があります。⾃
分の分⾝として物理世界‧仮想世界に関わらず活動する存在ですが、描く未来の中には「複数
の操作者が単⼀のCAを」「１⼈の操作者が複数のCAを」さらには「複数の操作者が複数のCA
を」使っている世界があります。⽣産性や創造性の向上といった⽬的もありますが、それらが
真に⼈々の喜びや価値につながるためには、⾃分がやっている感じ（主体感）や⾃分が参加し
ている感じ（貢献感）の維持や向上が必要になります。

認知科学や脳科学などの分野で、個⼈の主体感の研究は多く積み上げられてきましたが、複
数の操作者や複数のCAの研究はほとんど⾏われてきませんでした。そこで、我々は、複数操作
者と複数CAが存在する未来を想定した、⾝体所有感‧⾃⼰主体感‧パフォーマンスなどの関
係を調べるチーム横断型研究開発を⾏っています。

例えば、１つのカーソルでなるべく滑らかな円を描くという課題を、多くの⼈でやるとしま
しょう。個々の参加者は全員のカーソルの位置の平均の位置しか⾒えません。このような状況
で、「課題のパフォーマンスがどのように変わるか」「チームとしてうまく⾏ったか」「⾃分
はどれくらい貢献したか」「他の⼈の⼊⼒に対して協調的に対応できるか」などを細かく分析
していくことで、複数CA操作‧複数被験者参加の特性と限界、展開可能性などを明らかにし
ようとしています。特に、複数操作者の⾃⼰主体感‧主観的貢献度を維持したまま、各個⼈の
実際の貢献を最適化する⽅法を探っています。また、このような知⾒はAIによるサポートをCA
操作やBMI技術に、どのような時にどれくらい導⼊すべきかという問題に対しても指針を与え
る可能性があります。

主体感エンジニアリングに向けた研究基盤構築

図や表などの画像

集団共同作業実験プラットフォームの構築

⼈間は⾃分では何もしていない（あるいはし
ないようにしている）と思っている時でも、意
図や感情などが、顔や⾝体、⾏動に現れていま
す。本テーマでは、そのような無意識的な反応
をノイズとは捉えず、⼈ 間を⾃ 由にするBMI技
術を補完する重要な情報として扱い、より⾃由
⾃在な状態を実現する技術につながる科学的知
⾒を蓄積しています。

例えば「左に⾏きたいと思っている時には、
無意識的に重⼼が右側に偏る」「道徳的に悪い
ことをした⼈の顔が⽬の前に提⽰されると、重
⼼が変化する」「親しい友⼈が⾃分の正⾯にい
るか右側にいるかで、⼼拍と副交感神経活動の
活動が変わる」などの知⾒は、⼈間が知らず知
らず発信している情報で、これらをBMI情報と
組み合わせて使うことで、意図‧状態推定の精
度向上が期待できます。

無意識的な⾝体反応‧⾏動反応の活⽤

⽣体反応による親密度の推定

無意識的な重⼼移動

⽇常⽣活でのBMI
BMIに限らず新しい技 術が世の中

に浸透していくには、技術の進歩だ
けでなく、⽣活の中での使われ⽅や
社会としての受け取られ⽅が重要で
す。「使ってみて初めて分かること
もある」という⽴ 場から、本テーマ
では実際に⻑期間計測し続けること
で、⽇常⽣活の中で計測するのは難
しいと諦めるのではなく、「計測で お茶の間でオンラインゲームをやっている時の脳波

きるのはどのような 時 なのか」また「どのような 使 い ⽅ をすればより 役 にたつ 使 い ⽅ になるの
か」などをボトムアップに発⾒していくことを進めています。


